
（中間処理業・最終処分業用） 

実績報告書作成上の注意（処分業） 

 

 

１ 令和６年４月１日から令和７年３月３１日までの処理実績を記入してください。 

 

２ 実績報告書記入に当たっては、千葉市内にある施設の実績のみ記入してください。 

 

３ 次の廃棄物については、本報告対象外となります。 

  ・自らが排出事業者となる廃棄物 

  ・一般廃棄物 

 

４ 取扱量の単位は、必ずトン（t）で記入計上してください。取扱量立方メートル(m3)、リットル（ℓ）等で把握している場合には、比重等を勘案し

てトン(t)に換算した数量を記入してください。 

 

５ 実績の記入用紙にあっては、不足等が生じた場合、必要に応じ複写して報告願います。 

  なお、当該期間に処分実績がない場合にも「実績なし」と様式第３１号の余白に記入して必ず提出してください。 

 

６ 様式第３１号（裏面）「産業廃棄物の処理施設における処分実績報告書」についても記入して必ず提出してください。 

 

７ 提出部数は１部ですが、控えを事業所に保管してください。（記載内容について、問い合わせをする場合があります。） 

 

８ 記入方法の詳細は、次ページの記入例を参考にしてください。 

 

  



（中間処理業・最終処分業用）   

様式第３１号

　その１ （表面）

産　業　廃　棄　物
特別管理産業廃棄物

令和７年４月３０日

①報告者

住所 千葉市中央区千葉港１－１
氏名 千葉産業株式会社

（あて先）千葉市長 代表取締役　千葉　太郎
（法人にあっては名称及び代表者の氏名）
連絡先電話番号 ０４３－２４５－５６８３
連絡先電子メールsangyohaikibutsu.ENM@city.chiba.lg.jp

担当者 千葉　二郎

令和６年度分の産業廃棄物の処理実績について、千葉市廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行細則第７条の９の規定により、次のとおり報告します。

1 1 6 5 5 9 2 5 0 9 2 5 0 0

1 1 3 1 3 5 0 0 0 5 0 0 0 5 0 0 1 0 1 3 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 5 0 0 残

1 0 7 5 6 3 0 0 0 3 0 0 0 1 0 0 1 2 2 0 0 0 0 0 0 0 1 2 1 0 0 残

1 0 8 5 5 8 0 5 0 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2 8 0 5 再

1 1 6 5 5 1 2 5 0 1 2 5 0 0

1 1 6 5 5 1 0 5 0 0 1 0 5 0 0 0

※①～⑪は必須項目です。”実績報告書作成上の注意”を参考に必ず記入してください。

（⑫以降については、該当があるとき記入してください。）

　④⑥⑧⑨⑭⑮については、別添”コード番号表”を参考に必ず記入してください。

　⑦⑪⑯は必ず、”数量／ｔ”で記入してください。

の処分実績報告書（令和７年度）

中間処理業・最終処分業

②　許可年月日 令和5年4月1日 ③　千葉市許可番号 0 5 42 0 1 2 5 6

④
廃棄
物
の種
類
種類
コー

委託者（排出事業者） 処分 受託者（処分業者又は再受託者）

⑰
備
考

⑤
氏名又は名称

⑥
発生
場所
県市等

コード

5 3

⑬
氏名又は名称

⑭
処分
場所
県市等

コード

⑮
処分
方法
コード

⑯
委託量
（ｔ）

（太線は小数点）

㈱Ａ建設
※例１ 1 16

⑦
受託量
（t）

（太線は小数点）

⑧
処分
方法
コード

⑨
処理
施設
コード

⑩
処分量
（ｔ）

（太線は小数点）

⑪
処分後量
（ｔ）

（太線は小数点）

⑫
許可番号

Ｂ工業㈲ 1 99 Ｃ企画㈱ 2

Ｄ企業㈱ 1 8 ㈱Ｅ興業 1

Ｆ紙業㈲ Ｇ化成㈱ 1

㈱Ａ建設
※例２ 1 16

㈱Ａ建設
※例３ 1 16

記入例
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① 報告者の住所、氏名又は名称、電話番号、メールアドレス、担当者名 

② 直近の千葉市の産業廃棄物処分業の許可年月日（変更の許可は除く） 

③ 千葉市の産業廃棄物処分業の許可番号 

④ 処分した産業廃棄物の種類について、コード番号表の該当する産業廃棄物のコード番号（建築混合廃棄物や管理型混合廃棄物等の混合廃棄物は主

たる産業廃棄物の種類） 

⑤ 委託者（排出事業者）の氏名又は名称 

⑥ 産業廃棄物の発生場所の住所（排出事業場の住所）について、コード番号表の県市等コード番号表から該当する県市等のコード番号 

⑦ 産業廃棄物の受託量（(t)単位）※１ 

⑧ 処分方法について、コード番号表の該当する処分方法のコード番号 

⑨ 処理施設について、コード番号表の該当する施設の種類のコード番号 

⑩ 産業廃棄物の処分量（(t)単位）※１ 

⑪ 処分後に発生する産業廃棄物（以下「残さ物等」という）がある場合は、その量（(t)単位）。すべて有価物となる場合は ０ と記入してください。

※１ 

⑫ 残さ物等の処分を委託した処分業者又は報告者からの再委託を受託した処分業者の許可番号 

⑬ 残さ物等の処分を委託した処分業者又は報告者からの再委託を受託した処分業者の氏名又は名称 

⑭ 残さ物等の処分を委託した処分業者又は報告者からの再委託を受託した処分業者の住所について、コード番号表の該当する県市のコード番号 

⑮ 残さ物等の処分を委託した処分業者又は報告者からの再委託を受託した処分業者の処分方法について、コード番号表の該当する処分方法のコード

番号 

⑯ 残さ物等の委託量又は報告者が再委託をした場合はその委託量（(t)単位）※１ 

⑰ 備考欄には、残さ物等がある場合は、「残」、報告者が再委託をした場合は「再」を記入してください。 

 

※１ 小数点第三位を四捨五入し、小数点第二位まで記入してください。なお、小数点第三位の四捨五入により ０ となる場合は、0.00 と記入して

ください。 

※２ 委託者、処分する産業廃棄物の種類、発生場所、処分方法、残さ物等を処分する処分業者及び残さ物を処分する場所が同じデータで複数ある

場合は、記入例のようにデータを一つにまとめてください。（例１と例２はいずれも同一なので、例３のように一つに取りまとめて記入）  



（中間処理業・最終処分業用） 
  

2 4 3 2 1 5 1

5 9 2 8 0 0 1 1 3 3 0 3 5 1 1 0 1 3 0 3 5 1

2 6 3 0 1 5 1 0 7 1 8 0 4 1 2 1 8 0 4

4 4 7 1 0 0 1 0 8 1 4 0 0 1 3 1 4 0 0

2 4 3 2 1 5 1 5 9 2 8 0 0 2 6 3 0 1 5 4 4 7 1 0 0 3 3 5 5 5 3 3 5 5 5

（裏面）

処理方法

⑨処分量

（太線が小数
点）

①名称

②
処理
施設
コー
ド

④名称
⑤
種類
ｺｰﾄﾞ

⑦
処分

方法

コー

ド

⑧
県市等

コード

産業廃棄物の処理施設における処分実績報告書（令和７年度）

産業廃棄物処理施設・特
別管理産業廃棄物処理施
設の種類

処分した産業廃棄物の種類と年間処分量（単位ｔ） 処分後の産業廃棄物の処分量（単位ｔ）

③
Ａがれき類

（太線が小数
点）

Ａ金属くず

（太線が小数
点）

Ａ廃プラス
チック類

（太線が小数
点）

Ａ紙くず

（太線が小数
点）

種類
⑥排出量

（太線が小数
点）

破砕施設 1 6

圧縮施設 9 9 金属くず 2

破砕施設 0 8 廃プラスチック類 1

圧縮施設 9 9 紙くず 1

合計

備考　処分した産業廃棄物の種類をＡ欄に記入して、それぞれの種類ごとに年間の処分量を記入すること。

記入例
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① 産業廃棄物処理施設の名称（許可証に記載されているものを参考にしてください） 

② 処理施設について、コード番号表の該当する施設の種類のコード番号 

③ 処分した産業廃棄物の種類と、処理施設の種類ごとの処分量（(t)単位）※１ 

④ 残さ物等の種類 

⑤ 残さ物等について、コード番号表の該当する産業廃棄物のコード番号 

⑥ 残さ物等の排出量（(t)単位）※１ 

⑦ 残さ物等の処分方法について、コード番号表の該当する処分方法のコード番号 

⑧ 残さ物等を処分した場所について、コード番号表の該当する県市のコード番号 

⑨ 処分した残さ物等の量（(t)単位）※１ 

 

※１ 小数点第三位を四捨五入し、小数点第二位まで記入してください。なお、小数点第三位の四捨五入により ０ となる場合は、0.00 と記入してく

ださい。 

 


